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近年、人々の価値観は多様化し、様々な分野に

関心がもたれている O また、人々の関心を集める

話題に地球環境問題や国際平和などがある O これ

らの問題は複雑に絡み合っていて、明快な答えが

求められるものではない。

このような問題を解決するためには、従来のよ

うに決まった人々が問題について話し合う従来の

会議ではなく、誰もがその問題について考え、参

加できる新しい形の会議が求められる O そのた

め、誰もが参加でき、意見を発言し、みんなで創

りあげる、ワークショップ(以下 iwsJと略す)

形式の会議が注目を集め始めた。

また、近年、住民の地域環境や景観などに対す

る関心が高まっている O そのため、まちづくりや

農村づくりの主体が行政から地域住民へと移行し

てきた。こうした流れをうけて、都市のまちづく

りなどの事業において地域住民が計画に参加し、

積極的に意見を発言することが出来る ws形式の

会議が多くの自治体で採用されるようになったo

ws形式の会議でまちづくりや農山村づくりを行

図 1 ワークショップ形式の会議に期待される効果
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うことで地域住民が地域の魅力を発見し、より愛

着を持ってもらえる、活動の継続牲につながるな

どの効果が期待できる(図1)0 また、多くの人

にその地域のことを真剣に考えてもらい、主体的

に地域に関わる場を提供することができる。

そのため、農山村で行われる wsでも住民が自

主性を育み、地域について考え、学ぶ場となるこ

とが求められるのではないかと考えられる。ま

た、 wsに参加すること自体が地域住民にとって

一つのレクリエーションになりうると考えられ

るO

そこで、様々な地域づくりの wsなどに参加

し、実際に wsを行うことでその有用性や、効果

について研究するために活動を行ってきた。

私が初めて参加したwsは、農山村における空

間計画wsの先進的事例である長野県千曲市にあ

る焼捨(回毎の月)棚田で行なわれている「田園

自然環境保全整備事業 旗捨地区J(以下摸捨ピ

オトープ事業と称す)である。この槙捨棚田は国

の名勝にも指定されている地域である O そのため

地域住民の地域に対する愛着が強く、みんなで話

し合いを行うことで、より地域について広く考え

ることができるようになった(写真1)。

2006年より石川県輪島市三井町で行っている

wsでは、地域の住民より iwsに参加すること

はレジャーの一つになりうる」という話を聞くこ

とができた。

また、 2008年度よりファシリテーターとして

参加している神奈川県平塚市のひらつかゆるぎワ

ークショップにおいては、地域住民と里山利用の

写真 1 みんなで輪になって話し合う、

このwsが私の原点

写真2 作業の後の楽しみ 平塚ゆるぎwsより

方法を考え、畑作業などを行ってきた(写真 2)。

その他東京農業大学のプロジ、エクトである「多

摩川源流大学jにおいて、学生を対象に地域の魅

力を発見するなど多種多様な活動から地域づくり

を行う wsを開催してきた。

これらの地域づくり wsに参加して一番感じた

のは「人が集い、ともに考え、活動することは楽

しい」ということである O もちろんこれらの活動

が地域に還元されることは当たり前だが、これら

の活動に参加することで地域住民のつながりがで

き、レクリエーションとして楽しむことができ

た。

このような活動は継続して続けていくことにこ

そ意味があると考える O そのため、今回のような

賞を受賞したことで、今後もより一層関心が高ま

り、多くの人に活動に参加していただくことがで

きることを願う O

wsは多くの人が参加してこそ成り立つもので

あり、この賞は私一人の力では受賞できなかっ

た、今までws活動に参加してくれた多くの方に

J感謝したいと思う O

この賞を励みとして、より一層活動に精進して

いきたい。
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